
７月５日に第６回勉強会を行いました。一般参加27名、
事業者19名、計46名で区の地域エネルギー会社設立
に向けて、車座になって意見交換を行いました。

（仮称）
地域脱炭素を実現するための勉強会

第６回ふりかえり

令和７年8月発行

意見交換の様子
区民と事業者による車座意見交換会

地域ぐるみの勉強会として初めて区内事業者の方も出席い
ただき、それぞれの立場からどのように地域エネルギー会
社と関わるかの意見や質問がありました。

地域エネルギー会社は区民のためになる良い事業だと思うが、
区民に広く、しっかりとアピールし、理解してもらうことが重要。
区の広報など積極的に活用すると良いのでは。

地域エネルギー会社は、安定した運営をしていくことが大事。区内
には（太陽光パネルが設置可能な）多くのキャパシティがある。

意見交換で出た主な意見

地域エネルギー会社はまちづくりなので、区・企業・区民それぞれが
自分ごととして捉えてみんなでやっていくことが重要。

地域エネルギー会社のお金の流れはどうなっているか。

意見交換で出た質問

区：資本金は5000万円。区と事業パートナーの出資を想定。

事業者として関心をもっていたが知らなかった。勉強会の周知を
きちんと事業者にもしていたのか。もっと周知して欲しい。

区：これまでの勉強会は住民向け中心だったが、今回初めて事業者
に参加を呼びかけた。今後も、事業者へ参加を呼びかけていく。

松江第一中学校の環境学習
にて製作された作品を会場内
に展示しました。

今夏、事業パートナー公募にあたっての考え方

・区と共同出資にて地域エネル
ギー会社を設立するための事業
パートナーを募集！

・7月下旬から募集を開始し、2段
階審査を経て、10月下旬に候補
者を決定する予定です。

区より、地域エネルギー会社を担う事業パートナーについての考え方を説明しました。



電気代料金単価の構造

基本料金+電力量料金単価
+燃料調整単価+再エネ賦課金
×使用電力量で決定
※燃料調整単価と再エネ賦課
金の負担が大きい

ア ン ケ ー ト に
ご 協 力 く だ さ い

①スマホのカメラを起動する

②上の二次元コードを読み取る

③アンケートに答える

江戸川区環境部気候変動適応計画課
TEL ０３－５６６２－０６９４

バックナンバーはこちら↓

第7回勉強会（次回）
日時：令和7年11月頃

開催予定

株式会社NTTデータ経営研究所 田中 智章氏

地域における電力の脱炭素化のため

（太陽光発電などの再生可能エネルギーの利用）

地域エネルギー会社によるオンサイトPPA事業の取組意義

NPO法人足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ 山崎 求博氏

脱炭素はじめの一歩～電力自給のすすめ～

多くの可能性がある！

ＮＴＴデータ経営研究所よりＰＰＡ事業説明と電気代の構造について説明しました。

地域で脱炭素の取り組みを続けている足温ネットの方による講演を行いました。

ＰＰＡ＝電力購入契約（初期費用ゼロでパネル
を設置し、使用した電気料金を払う方法）

江戸川区には気象庁から委嘱を受けた気象予報士がいます。子ども向けのお天気
講座や大人向けの気象・防災に関する講演会など幅広く対応していますのでぜひ
ご相談ください。

開催日：主に平日10～17時、夜間・土曜応相談
時 間：1回60分～90分程度
対 象：区内の町会・自治会など
費 用：無料
講 師：江戸川区気象防災アドバイザー 藤井 聡（あきら）
問合せ：環境部気候変動適応計画課 植村

5662-0694（直通）

【開催例】
・子ども向け「ペットボトルに雲を作ろう・気圧の話と実験」
・大人向け「落雷事故に遭わないために～雨雲レーダーの活用」
・防災教育「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう」

「雲の世界～空から学ぶ天候急変のサイン」

ペットボトル

に雲が！

江戸川区 藤井聡（あきら）気象防災アドバイザー

気象⇔防災学べるセミナーのご案内


